立命館慶祥高等学校
2005年度　シラバス

高校３年生

（他大コース）
作成：立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	現代文
	国　語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｊ
	２単位
	谷・下川原
	6,9,12月

	教育目標

1 自然界における命のありさまを、エコロジーの視点から考える。

2 「ことば」にこだわり、言語的ものの見方や記号論的考察を深める。また、身体性を考える。

3 哲学的視点や社会学的視点などからの論理の展開を考察する。

4 国際社会における日本文化や日本人、国語に対する興味関心を深める。

5 近代以降の優れた文章や作品を読解し、鑑賞する能力を高める。

6 受験の国語に対応し、合格へのスキルを身につけるため、演習の授業を展開する。

	使用テキスト
「展望　現代文」（筑摩書房）を中心として、ジャンルや、テーマなどの必要に応じて、他の教科書等からの文章も扱っていきます。また、センター試験を含めた入試問題も適宜扱います。

	評価方法
考査の得点と、平常の評価との合計で評価します。考査では、授業で扱った教材の理解度、定着度をみます。たとえば、文章を全体的につかめているか、細部の内容まで整理して把握しているか、論理の展開が正確にたどれているか、暗示された内容でも読みとれるように、さまざまな修辞法が身についているか、などの観点でみます。また、平常評価は、小テストやノート、提出物によってつけますが、これによって、勉強に対する前向きな姿勢や熱心さをみます。なお、前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します。

	受講生へ
文章読解と鑑賞を中心に、「書くこと」や「伝えること」についても、力を入れて取り組みます。

受験生といえども、毎日、新聞に目を通し、良書を読む習慣を身につけ、必ず批評をすることです。語彙力を高め、論理的思考能力を身につけ、幅広い見方をするように心がけることが重要です。授業の予習復習のみならず、現代社会の諸問題や人間存在の普遍的なテーマについても、視野を広げ、思索するような姿勢が求められます。また、「世界に通用する18歳」をめざし、日本文化や日本人、国語について興味関心を深めていきましょう。

受験への対応については、たんに大学進学のためだけに学力をつけるのではなく、「大学進学後、卒業後、生きていくうえで、必要な学問を身につける」という姿勢でのぞんで欲しいと思います。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月


	評論　自然　開高健『生命世界のオディッセイ』

小説　竹西　寛子『神馬』

評論　詩論　茨木のり子『空と風と星と詩』　身体論　鷲田清一『ファッションという鏡』 

演習

評論　社会　若林幹夫『地図の想像力』

評論　日本語・日本人論　大岡信『車座社会に生きる日本人』

演習

演習


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	古典Ⅱ
	国　語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ＡＢＣＤＥＦ
	２単位
	小山志門　谷めぐみ　
	6,9,12月

	教育目標

1 テキストの本文を通じて助動詞・敬語についての基本事項を再度確認し、確実に身に付ける。

2 まぎらわしい語の識別の理解・習得。

3 模擬試験・入試の過去問題の演習を通じて長文読解力を向上させ、センター試験、

国公立大２次、私大入試問題に対応できる実力を養成する。



	使用テキスト
『精選　古典Ⅱ　古文編』（明治書院）

『入試頻出センター古文単語４４０』（浜島書店）

『仲先生の古典文法の基礎と実践』（文英堂）

	評価方法
定期テスト８割、平常点２割で評価します。平常点はチェックテスト（数時間毎に行われる小テスト）・復習テスト（単元ごとのテスト）・ノート提出により評価します。

前期成績は7月段階で出します。平常の取り組み、第一回定期考査には、十分準備をして望むように心がけてください。なお、7月定期考査は実施しないため、通常時間帯に単元テストや小テストを実施し、成績に含めます。

	受講生へ
　基本的な文法事項の総まとめをして、センター試験・国公立２次・私大入試に対応できる力を養います。テキストの長文を読解しつつ、チェックテスト・復習テスト・副教材に準じたテストを通じて文法事項の習得を図ります。後期の後半では入試問題の過去問にチャレンジし、実戦力を向上させて入試に臨む準備をしたいと思います。

	年間学習計画

	4月

5月

6月
7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月
	助動詞の確認（プリント・副教材を用いた学習中心）
和泉式部・清少納言　御草子づくり『紫式部日記』　

『正徹物語』

（和歌の修辞法）『俊頼髄脳』

心づくしの秋風『源氏物語』

心づくしの秋風『源氏物語』

紅葉『平家物語』

秋深き山おろし『建礼門院右京大夫集』

浅茅が宿『雨月物語』　入試過去問演習

入試過去問演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	国語表現
	国　語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ＡＢＣＤＥＦ
	２単位
	河原
	なし

	教育目標

私たちはものを考えたり思ったりするときに言葉を使用します。そしてそれらを伝達記録するときにも、やはり言葉を使用します。人間は「考える葦」といわれますが、思考することで万物の霊長たり得ています。言葉はその思考に最も有効な手段なのです。言葉を扱う力を鍛え磨くことで、生活をより豊かにし、向上させていくことを目標とします。

また、受験小論文を見据え、そのために必要な力を養う実践を授業内に数多く取り入れていきます。

	使用テキスト
こちらで、授業ごとにプリント等を配布します。

	評価方法
年間３回、定期試験の代わりとなる課題の提出があります。その内、７月と１２月に実施のものについては、授業内で時間を使い、試験形式で実施します。その３回の課題と、その他の提出物を５割５割で評価していきます。

日頃の提出物も、評価の中で大きな割合を占めることに留意し、また、提出期限を厳守して下さい。

前期の成績については、７月の段階で評価を出します。



	受講生へ
国語の学習は、ともすれば、すでにある表現の解釈と鑑賞に偏る傾向になります。

しかし、今後の自分自身の諸活動を考えれば、言葉による表現方法が、「分かる」だけではなく「できる」実践者にならなければ、十分ではないことは明白です。この科目を受講する者は、そのことをしっかり認識して受講してください。

論述文については、まず、的確な表現ができるように練習を積み、問題とすべき事柄や文章構成を考え、情報収集をした上で、自分の意見をまとめます。この他に、現代的なテーマに基づいた文章表現にも取り組みます。

さまざまなものを見たり聞いたりした際に、自分なりの意見を持ち、それを発信する、という姿勢を持ちましょう。また、多くの人たちの文章を読み、意見を聞くことで、自分の考えをより深め、それを表現活動にいかしてゆきましょう。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月


	文章の書き方についての基礎知識 ①　：文章ドリルによる文法確認
文章の書き方についての基礎知識 ②　：基本的な表記の方法・基本的な文章構成を学ぶ

説明的文章の構造を考える　　　　　 ：文章の要約・問題の発見・適切な文章構成を考える

ことばにこだわる①・課題①　       ：使うことばを選び文章を書く

《夏期休暇課題・課題②》→情報を収集し知識の充実を図る・自分の考えを深め意見を持つ

論述①・ことばにこだわる②　　：　小論文の構成・自分独自のキーセンテンスの作成をめざす

時事問題についての論述①　　　　　：課題文を読んで論述・各種データを見て論述

時事問題についての論述②　　　　　：課題文を読んで論述・各種データを見て論述

課題③


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	漢　文
	国　語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	３ＡＢＣＤＥＦ
	３単位
	泉・三浦・谷
	6,7,9,12月

	教育目標

基本的な訓読の復習から始め、短文を読解しながら句形を体系的に学びます。漢字一字を語として捉えることになれ、漢語独特の意味、読みを理解します。また、長文読解を通じて古代中国の思想・文化・歴史を学び、豊かな人間性を養うことを目標とします。

	使用テキスト
『ステップアップノート１０　漢文　句形ドリルと演習』（河合出版）

	評価方法
定期試験は年４回実施します。定期試験の点数を８割、平常点を２割として、百点法で評価します。平常点は、ノート・プリント・課題等の提出物・小テストなどから評価します。提出物については、期限を厳守して下さい。なお、前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します。

	受講生へ
漢文の基本的な訓読から、受験に対応できる読解までを、この１年間で集中して学習します。漢字に興味を持ち、漢和辞典を引く習慣があれば、進展もめざましいでしょう。句形の学習については、「音読」そして反復練習が不可欠です。常に声に出して読むことを心がけ、意欲的に学習し続けることが、漢文の理解につながります。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

	『准南子』『蒙求』など：漢文の基礎（構造・返り点・書き下し文）、再読文字、使役形

『世説新語』など：受身形、否定形、漢詩／長文読解

前期第一回定期試験／『説苑』など：疑問形・反語形／長文読解

前期第二回定期試験／『呂氏春秋』など：比較形・最上形／長文読解

『春秋左氏伝』など：抑揚形

『先鉄叢談』など：限定形・塁加形・仮定形／前期第三回定期試験

長文読解・入試問題演習

 長文読解・入試問題演習

後期第一回定期試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	国語演習β
	国　語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ＡＢＣＤＥＦ
	３単位
	都出・保坂・右谷
	6,7,9,12月

	教育目標

　古文・漢文の総合演習の科目になります。古文・漢文の基礎を定着させ、様々な演習問題の中で、応用させることを目標とします。後半は、模試の結果などを踏まえて、適宜演習を繰り返します。センター試験での確実な得点を目指します。

	使用テキスト
　『ステップアップノート１０　漢文 句形ドリルと演習』（河合出版）

『漢文必携』（桐原書店）

『実力ＵＰ　入試古文演習』（中央図書）

	評価方法
定期テストの点数が８割、平常点が２割という割合で評価します。平常点は、授業中に行う小テストが中心になります。それに、適宜提出する授業ノート、その他プリント課題・長期休暇課題などの提出物によるものとします。授業ノートは、きちんと予習・復習をしていたかに着目したいと思います。なお、前期末評定は、前期第２回定期試験後に算出されます。

	受講生へ
理系センター対応の講座です。前期は、3単位を、漢文2単位・古文1単位に分けて授業を展開します。後期は、演習問題にて応用力を伸ばします。基本的な文法事項の定着は、授業だけではなく、個人の取り組みが必要です。各自の努力を忘れずに続けてほしいと思います。

	年間学習計画

	4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

	古文①：用言・助動詞の確認　　漢文①：句形（再読・使役）の確認

古文②：助動詞・助詞の確認　　漢文②：句形（受身・否定）の確認

古文③：敬語の確認　　　　　　漢文③：句形（疑問・反語）の確認

古文④：文法事項の総復習　　　漢文④：句形（その他）の確認

夏期休暇課題：古文・漢文の口語訳、語彙学習

古文⑤：問題演習　　　　　　　漢文⑤：問題演習

古文⑥：問題演習　　　　　　　漢文⑥：問題演習

古文⑦：問題演習　　　　　　　漢文⑦：問題演習

古文⑧：問題演習　　　　　　　漢文⑧：問題演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	古典演習
	国　語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ＡＢＣＤＥＦ
	３単位
	小山志門
	6,7,9,12月

	教育目標

古文に関する文法の知識や解釈の力を、さらに多様な時代背景やジャンルの文章の中で、応用させ、演習問題に取り組みます。特に、解釈に関わる、助動詞の判断や、敬語の理解などは、数多く解くことで定着をはかります。

	使用テキスト
中央出版「実力アップ　入試　古文演習」


	評価方法
定期テスト8割、平常点2割の百点法で成績を出します。文法の知識を応用させ、様々な問題文を解釈し、確実に解答できるかどうかを評価します。定期考査では、授業で扱った文章だけではなく応用問題も出題し、その中で知識や解釈の方法を応用できるかを点検していきます。
なお、3年生の前期成績は、7月で出しますので、平常の取り組み、第一回、第二回の定期考査には、十分準備をして望むように心がけましょう。

	受講生へ
授業内で文法を整理しつつ進みますが、文法事項の復習としての位置付けではなく、それらを応用させ、演習に取り組んでいくので、基本的な文法事項に不安のある生徒は、各自きちんと学習する必要があります。

	年間学習計画

	4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月
	古文文法事項の整理をする。（5月半ばあたりまでをめどにして復習する。）

問題演習・解説

問題演習・解説

問題演習・解説

問題演習・解説

問題演習・解説

問題演習・説明
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	日本史Ｂ
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｆクラス
	３単位
	白木沢・菊地・宮原
	6,7,9,12月

	教育目標

センター試験を中心に私立大学入試まで、受験のための高度な学力の獲得を目標とします。

何が必要か、何をどう勉強すればよいか、徹底指導します。

80％以上の生徒がセンター試験70点以上を到達目標とします。

	使用テキスト
『詳説日本史』（山川出版社）（2年次からの継続）

	評価方法
試験とともに、提出物、しっかり内容を把握しているかどうかを吟味します。

わからない語句や疑問点をあいまいにせず、自分で考え調べ、答えを出そうとしているかどうかといった姿勢を問います。

日本史で受験する生徒は、それなりの課題と難易度の高い学習レベルを要求します。

日本史を受験科目としない生徒については、確かな知識と歴史認識を地道に学ぶことになります。

評価は、定期試験・小テストが７割、課題提出３割で行います。
※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
・高校生としての、日本史に関する知識教養を深める努力をしましょう。

・その際「なぜそのようになったのか・現代とのつながり」といった問題意識を持って、個別の歴史事象を考えていきましょう。

	年間学習計画

	４月

８月

10月

12月


	近代国家の成立

近代日本とアジア

戦後日本の出発

55年体制と高度成長
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	地理Ｂ
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ〜Ｆ組
	３単位
	加藤・百瀬・長谷川
	6,7,9,12月

	教育目標

センター試験を中心に私立大学入試まで、受験のための高度な学力の獲得が目標。

何が必要か、何をどう勉強すればよいか、徹底指導します。

80％以上の生徒がセンター試験70点以上を到達目標とします。

	使用テキスト
教科書『高等学校 地理B』（帝国書院）/地図帳『高等地図帳』（帝国書院）/『新地理資料』（第一学習社）/問題集『地理問題集』（山川出版社）

	評価方法
定期テスト・確認小テスト

※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
前期前半は高校2年時からの内容の継続です。

　問題演習の日は必ず予習して望んでください。予習していることを前提として授業を進めます。

	年間学習計画

	４月

６月

９月

10月

12月
	産業の地理（2年次からの継続）

鉱工業

商業・サービス業

村落と都市・都市問題の地理

定期テスト

問題演習（各国別）

アジア

ヨーロッパ

アメリカ

オセアニア・南米

定期テスト

問題演習（分野別）

地形・気候

民族・文化・宗教

産業

都市・人口

定期テスト
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	政治経済（選択Ａ）
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3A〜F
	３単位
	中川・箭内
	6,7,9,12月

	教育目標

国公立大学理系（文系政治経済は選択I）受験者向けのセンター試験対策講座。本番での70％の得点を目指す。また、文理を問わず社会人としての一般教養的科目であるので表面的な暗記ではなく社会全体の骨組みを理解する助けとしたい。

	使用テキスト
『政治経済』（1年次使用した教科書）/『最新図説 政経（2005年度版）』（浜島書店）/『2005年度版センター試験過去問題』（教学社）/『３ステップ政治・経済研究ノート』（東書）

	評価方法
４回の定期試験にて評価。

※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
1年次の知識をもとにセンター演習を中心に展開する。

放課後講習・夏期・冬期講習と合わせて履修することを望む。

社会科学系学部への進学を希望するものは学部での学習の基礎的知識として特に有効である。

	年間学習計画

	４月

６月

８月

９月

12月
	ガイダンス

現代の世界と日本・センター過去問題

現代経済のしくみ・センター過去問題  定期試験

国際経済・センター過去問題

国際政治・センター過去問題

社会保障・労働問題・地方自治・定期試験

センター模擬試験対策

総合問題・定期試験
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	政治経済（選択Ｉ）
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3A〜F
	２単位
	江口・中川
	6,7,9,12月

	教育目標

国公立大学文系（理系政治経済は選択A）受験者向けのセンター試験対策講座。本試験での70％以上の得点を目指す。また、社会人としての一般教養的科目であるので表面的な暗記ではなく社会全体の骨組みを理解する助けとしたい。

	使用テキスト
『政治経済』（1年次使用した教科書）/『最新図説 政経（2005年度版）』（浜島書店）/『2005年度版センター試験過去問題』（教学社）/『３ステップ政治・経済研究ノート』（東書）

	評価方法
４回の定期試験にて評価。

※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
1年次の知識をもとにセンター演習を中心に展開する。

放課後講習・夏期・冬期講習と合わせて履修することを望む。

社会科学系学部への進学を希望するものは学部での学習の基礎的知識として特に有効である。

	年間学習計画

	４月

６月

７月

８月

９月

12月
	ガイダンス

現代の世界と日本・センター過去問題

現代経済のしくみ・センター過去問題  定期試験

国際経済・センター過去問題

国際政治・センター過去問題

社会保障・労働問題・地方自治・定期試験

センター模擬試験対策

総合問題・定期試験
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	日本史演習
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3A〜F
	３単位
	菊地・高桑
	6,7,9,12月

	教育目標

私大第一志望者向け受験対策講座。私大入試における日本史受験に対応できる知識・理解の定着を、過去の入試問題や模擬試験の演習を通して図る。

	使用テキスト
教科書（山川出版社）/資料集（高校2年次使用のもの）

	評価方法
年４回の定期考査及び、課題提出で評価する。

※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
私大進学を目指す者の中で、日本史受験の必要な者を対象とします。国公立2次試験で日本史論述対策を必要とする者については、自由選択Hの「日本史B」を選択すること。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月


	原始・古代問題演習

中世問題演習

前期第1回定期考査

近世問題演習

前期第2回定期考査
近現代問題演習

前期第3回定期考査

入試対策個別学習

後期第1回定期考査
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学Ⅲ
	数　学
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-ABCDEFIJ
	４単位
	藤田・細川・行川
	6,7,9,12月

	教育目標

極限、微分法、積分法の学習と総合演習。問題演習を通して内容の理解をより深め、数学的思考力を高める。（高校１、2年で学んだ内容も随所に出てくるので高校数学の総まとめの意味もある。）大学受験に対応できる学力を身に付けることも可能にする。


	使用テキスト
『改訂版　高等学校　数学Ⅲ』（数研出版）

『４Step　数学Ⅲ』(数研出版)

『オリジナル　数学Ⅲ』(数研出版)


	評価方法
定期考査：80％程度

課題・平常点：20％程度

前期第2回定期試験終了後に3年前期末評定を算出します。

	受講生へ
理系進学希望者は全員履修する科目です。理系大学入試問題に対する合格力を身に付けることを目標にするため、かなりレベルの高い学習と演習を行う。予習・復習は勿論、積極的な学習の取り組みが必要です。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	第1章 関数　　第2章　極限（主に数列の極限）

第2章 極限（主に関数の極限）

第3章 微分法

第4章 微分法の応用　第5章　積分法

第5章 積分法　第6章　積分法の応用

受験演習

受験演習

受験演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学C
	数　学
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-ABCDEFIJ
	２単位
	細川・藤田・今井・泊出
	6,7,9,12月

	教育目標

行列とその応用、式と曲線を学ぶ。高校１、２年で学んだ数学と合わせて総合的理解を目標とする。また、大学に理系として進学した際の基礎学力を養成する。後半の数学Ｃ総合演習では大学受験に対応できる学力を身に付けることも可能にするための、総合問題演習を行う。

	使用テキスト
『改訂版　高等学校　数学C』（数研出版）

『４Step　数学C』(数研出版)

『クリアー数学演習　数学ⅢC』(数研出版)



	評価方法
定期試験、授業内試験：80％程度

課題・平常点：20％程度

前期第2回定期試験終了後に3年前期末評定を算出します。

	受講生へ
理系進学希望者は全員履修する科目です。理系大学入試問題に対する合格力を身に付けることを目標にするため、かなりレベルの高い学習と演習を行う。予習・復習は勿論、積極的な学習の取り組みが必要です。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	第１章行列　第１節行列の計算

第２節逆行列と連立方程式

第２章いろいろな曲線　

第１節２次曲線

２次曲線の性質

第２節媒介変数と極座標　

総合演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学演習α
	数　学
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-ABCDEF
	３単位
	細川・池原
	6,7,9,12月

	教育目標

大学入試の難関国立の２次試験問題、難関私大の問題を解けるようになる力をつけるために、十分な演習を実践する。

	使用テキスト
『クリアー数学演習ⅠⅡAB』

	評価方法
定期試験、授業内試験：80％程度

課題・平常点：20％程度

前期第2回定期試験終了後に3年前期末評定を算出します。

	受講生へ
国立２次試験・難関私大レベルの演習問題を授業でおこなうことで、高校で学んだ数学全般に対して高い問題解法力をつけることを目標とする。予習を十分にして授業に臨むとともに、丁寧な答案作りを目指すこと。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	１．ベクトル

２．複素平面・三角関数

３．微分・積分
４．円・直線・軌跡と領域

５．数列
６．確率
７．受験総合演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学演習β
	数　学
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-ABCDEF
	3単位
	藤田・吉川・白山
	6,7,9,12

	教育目標

大学受験に備え、国公立２次試験対策、私立理系対策を主とした講座。過年度の入試問題演習を通して大学入試で高得点を上げられるような学力を身につける。また、数学Ⅰ・Ⅱ･Ａ・Ｂの授業の導入時には、各単元毎の基礎知識の確認と基本事項の整理を行うことにより、センター試験にも十分に対応できる指導内容とする。数学Ⅲ・Ｃの教科書を一通り終えた段階で、その復習を兼ねた問題演習に移行する。

	使用テキスト
『クリアー　数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B　受験編』（数研出版）

『クリアー　数学演習Ⅲ・C　受験編』（数研出版）

	評価方法
定期テスト、授業でのテストの点数　8割程度

週末課題などの課題　2割程度

前期第2回定期試験終了後に3年前期末評定を算出します。

	受講生へ
大学入試問題の一通りのパターンの演習問題を授業でおこなう。センター試験程度の基本～標準レベルの問題については、自学自習によって自らのものとすることができるように、授業に取り組んで得られた知識が、確実に自分自身のものになっているかどうか徹底的に復習してください。数Ⅲ・Ｃの教科書が終了した段階で、２次対策・私立理系対策に切り替わりますので、本講座を有効に利用して、大学受験に大いに役立ててください。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	指数関数・対数関数

数列
ベクトル

三角関数・

図形と式

個数の処理・確率

センター演習

センター演習


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	標準数学演習
	数　学
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	他大文系
	4単位
	        藤田・今井・菊地
	6,7,9,12月

	教育目標

大学受験のセンター試験で高得点を上げられるような学力をつけるために、入試傾向に即した演習を実践する。大学で数学が必要となる者に対しては、基礎固めとなる。

演習を中心に数学Ⅰ・A・Ⅱ･Bの内容の理解を深めながら、センター試験に対応でき、更に高得点を上げられる力を養う。

	使用テキスト
『ニュー　スタンダード　数学演習Ⅰ・A＋Ⅱ・B』（数研出版）



	評価方法
定期テスト　6割程度

授業での確認テスト・ノート提出などの課題　4割程度

前期第2回定期試験終了後に3年前期末評定を算出します。

	受講生へ
センター試験レベルの演習問題を授業でおこなうことで、各自センター試験で目標とする得点を上げられるような学力を養成する。また、大学で数学を必要となるような人や必要となる可能性がある人にとってはその足がかりとなる。点数を取れるようになることが目的です。受講生全員がセンター試験での7割の得点を取れるように予習・授業・復習・週末課題のペースを確立してください。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	＜数学Ⅱ＞指数・対数関数　＜数学B＞数列

＜数学B＞数列　ベクトル　＜数学Ⅱ＞微分・積分

＜数学Ⅱ＞積分　＜数学Ⅱ＞　複素数　高次方程式　図形

＜数学Ⅱ＞図形　＜数学Ⅰ＞三角比

＜数学Ⅰ＞三角比　＜数学Ⅱ＞三角関数　

＜数学Ⅰ＞2次関数　2次不等式

＜数学A＞順列・組合せ・確率

センター対策演習

センター対策演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	物理Ⅱ
	理　科
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ABCDEF
	４単位
	水野・及川
	6,7,9,12月

	教育目標

　物理学は、自然現象を定量的に理解し、法則化していくものである。さまざまな自然法則を体系的に学ぶことで、自然の営みを理解することを本講座の目的とする。また、物理学を通して論理的な思考力を養成する。その上で、大学入試を突破する学力を身につける。

上記の目的を達成するために、以下の段階を踏んで、学習を進めていく。

1 自然法則、物理現象を定性的に理解する。

2 自然法則、物理現象を定量的に理解し、数学を用いて記述する。

3 具体的な物理現象を想定した演習問題を解くことにより、自然法則、物理現象への理解を深める。

	使用テキスト
『物理Ⅰ』、『物理Ⅱ』（啓林館）

『駿台受験シリーズ　理系標準問題集　物理』(駿台文庫)

『リードα物理Ⅰ・Ⅱ』（数研出版）

	評価方法
定期テスト70％、平常点30％で評価する。

平常点は、授業中に行われる演習、提出物等を考慮して総合的に算定する。

前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出する。

	受講生へ
二年生で「物理Ⅰ」を履修していることを前提とする。そのため、「物理Ⅰ」を十分理解していない生徒は、「物理Ⅱ」の開講前に十分な復習をしておく必要がある。

「自然は数学という言語で書かれている。」16世紀の物理学者、ガリレオ・ガリレイの言葉にも象徴されるように、物理の理解に数学は非常に重要なものである。必ずしも数学が得意である必要はないが、数学に対して嫌悪感を抱いている生徒の受講は勧めない。「数学ⅢC」を受講していることが望ましい。

また、理、工学部をはじめとした理系学部への進学を前提として授業を進める。大学入学後の講義に十分ついていける学力を要請するため、物理現象を理解するのみでなく、問題演習を通じて、その数値的処理等の能力も養成する。特に数物系、工学系学部へ進学を希望する生徒には履修を薦める。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	（１）熱

（２）電気と磁気　　①電荷と電界　②電流と磁界

　　　　　　　　　　③電磁誘導　　④電磁波

（３）物質と原子　　①原子、分子の運動　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　②原子と電子　③固体の性質と電子　　　　　　　

（４）原子と原子核　①原子の構造

　　　　　　　　　　②原子核　　　③素粒子と宇宙　　　　　　　　　

問題演習

（注意）（４）の原子と原子核は、進度によっては省略する事もありえる。



2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	生物Ⅰ（選択Ｄ）
	理　科
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ABCDEF
	３単位
	久野　信之
	6,7,9,12月

	教育目標

今年度の目標をつぎのように定めた。

1 恒常性のしくみを理解し、生命体のメカニズムを体系的にとらえる。
2 遺伝の法則と考え方を理解し、生命の多様性について基本的なしくみをとらえる。
3 植物の反応のしくみを理解し、外部環境の変化との関わりをとらえる。

4 最終的には、センター試験において、得点率8割以上をとる力を身につける。



	使用テキスト
『生物Ⅰ』、（東京書籍）

『ビジュアルワイド図説生物』(東京書籍)

問題集は後日指定します。


	評価方法
定期テスト80％、平常点20％です。平常点は、課題・小テスト・板書ノート・および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します。尚、前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します。

	受講生へ
まず、1年次に学習した生物Ⅰの範囲で、未履修の範囲の学習を進めていきます。

未履修の範囲の学習と同時並行して、学習済みの範囲の復習をしていきます。基本的に課題と問題演習で復習してもらうことになります。定期試験にも、履修済みの部分を範囲を限定して出します。

１２月までに、センター試験レベルの問題は常時、最低８割は正答できるくらいの実力を養成しますので、しっかり取り組んでください。

この講座の対象者は、医学部・歯学部などで理科三科目を必要とする生徒です。２年次で物理Ⅰと化学Ⅰ・Ⅱを履修していた生徒のみが選択できる科目で、生物Ⅰを２年に履修していた生徒は選択できないので、注意してください。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	第3部　環境と動物の反応

第2章 体液と恒常性　第2節～第3節

第2部　生命の連続性

　第3章　遺伝　　第1節～第6節

第4部 環境と植物の反応

第1章 植物の生活と環境

第2章 植物の反応と調節
問題演習

問題演習




2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	生物Ⅱ
	理科
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択
	４単位
	久野　信之
	6,7,9,12月

	教育目標

1 遺伝子とは何か。DNAの複製、たんぱく質合成等の基礎を学び、急進する現代のバイオテクノジーの基本を理解する。

2 「環境と生物集団の関係」、「生命誕生と生物進化」を学習し、地球環境の保全や、人類のなすべき手段について科学的に理解する。

3 難関理系大学２次試験、センター試験に対応した受験学力の育成

	使用テキスト
『高等学校　生物Ⅱ』（啓林館）/ 『リードα　生物Ⅱ』（数研出版）/他、演習問題集　/　授業での配布演習プリント 

	評価方法　
評価は定期テストの得点が８割、課題等の提出を基礎項目とする平常点を2割として評価する。　　尚、前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します。

	受講生へ
　本講座は高校２年生で生物Ⅱを履修した生徒を対象にして、生物Ⅱの後半部分からの授業となります。授業は理系大学進学を意識した授業であり、課題等も多く出されます。また、生命現象の基本と、それらを育む地球環境についての学習を通じて、科学的な倫理感の習得を目指してほしい。医、薬、看護、農、水産学部系を志望する生徒には受講を勧めます。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月


	遺伝子・バイオテクノロジー
遺伝子・バイオテクノロジー
生命と進化
生命と進化

地球環境と生物集団
地球環境と生物集団
受験対策演習

受験対策演習

受験対策演習

受験対策演習


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	標準化学演習
	理　科
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択
	３単位
	伊藤　紘
	6,7,9,12月

	教育目標

大学受験、特にセンター試験の「化学Ⅰ」で必要となる基礎知識や応用力などを学ぶ。

5 化学の基本的な知識について復習する。

6 センター試験で７割からそれ以上の得点を取れるよう問題演習をする。

	使用テキスト
教科書：化学Ⅰ（数研出版：高校1,2年で使用したもの） 

副教材：問題集2冊（あとで指定する）

他に練習問題プリントを順次提示する。

	評価方法
　評価は、知識テスト70％，平常点30％（授業での小テストを含む）です。
知識テストは、前期に３回と後期に１回の定期試験を実施します。（内容はセンター試験「化学」の模擬試験レベルです）授業での小テストは、授業の単元ごとに模擬試験の過去問から抜粋したミニテストです。

　前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します。

	受講生へ
この授業は、センター試験（化学）の問題演習中心の授業になるので、センター試験で「化学Ⅰ」を受験する生徒が対象の講座です。ただし、理系の私立大学を受験する予定で、化学Ⅰの基本をもう一度学習したいという生徒が受講することも可能です。いずれにしても、受講した場合は最後まで諦めずに問題演習に取り組んで下さい。

センター試験では、基本的な問題をより多く解いて慣れることが大切です。授業でも問題演習は行ないますが、自宅でも時間を決めて（週に数時間）問題集を解くようにしましょう。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月
	オリエンテーション・基礎演習

化学の基礎演習

化学の基礎演習

化学の基礎演習

化学の基礎演習

化学の基礎演習

センター試験「化学」の模試演習

センター試験「化学」の模試演習

センター試験「化学」の模試演習


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	標準生物演習
	理科
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択
	３単位
	久野・千葉
	6,7,9,12月

	教育目標

センター試験において高い得点力を発揮することができる受験学力を養成する。

1 基本項目の復習

2 センターレベルの応用問題の演習

	使用テキスト
『高等学校　生物Ⅰ』（啓林館）/ 『リードα　生物Ⅰ』（数研出版）/他、演習問題集　/　授業での配布演習プリント 

	評価方法　
評価は定期テストの得点が８割、課題等の提出を基礎項目とする平常点が2割で評価する。

尚、前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します。

	受講生へ
　本講座はセンター試験に標準を合わせた「受験演習」の授業です。授業時間内でも演習をしますが、ほぼ毎週「自宅課題」の提出が義務付けら、この課題学習の完了を前提にした授業展開となります。よって、本当にセンター試験で生物Ⅰが必要な生徒には積極的に受講してください。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月


	ガイダンス・基礎復習
基礎復習
基礎復習

基本演習
基本演習
センター対策実践演習

センター対策実践演習

センター対策実践演習

センター対策実践演習




2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	化学演習
	理科
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択
	3単位
	蔭山，向井
	6,7,9,12月

	教育目標
1 センター試験の本校平均が，全国平均の110％を越える．

7 センター試験で，50人以上の生徒が，70点以上の得点をする．

	使用テキスト
「新編　セミナー化学ⅠＢ＋Ⅱ」　（第一学習社）

「化学重要問題集」　　　　　　　（数研出版）

	評価方法

定期テスト70%，平常点30%（授業での小テストを含む）で評価します．テストは，授業で取り上げた問題と模試の問題から出題します．クラスによって取り扱う問題が異なるので，若干は実力試験の要素を含みます．前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します．

	受講生へ
模試に向けた対策を進めていくことで，得点力を養う．当面の課題はセンター試験なので，扱う範囲は化学Ⅰに限るが，その範囲では2次レベルまでの演習を行う（化学Ⅱの範囲は，センター試験後に対策をする）．

授業は演習中心になるので，予習が欠かせない．週に2～3時間程度の予習にあてる時間を確保すること．指定された問題を予習してきていない場合は，居残り学習をしてもらう．　

指名によって解法を黒板に書いてもらうこともある．（予習ができていない場合は，平常点から減点される場合もある）

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月

２月

３月
	　　　　　　　　　全統記述対策　　　　　進研マーク対策

全統記述　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓

進研マーク　　　　　進研マーク対策　　　　　　↓　　　　　　　　　テスト

進研記述　　　　　　進研記述対策　　　　　進研記述対策　　　　　　テスト

全統マーク　　　　　全統記述対策　　　　　未定（弱点分野補強）

全統記述　　　　　　　　↓　　　　　　　　全統・駿ベネマーク対策　テスト

全統・駿ベネ記述　　全統・駿ベネ記述対策　　　↓

全統・駿ベネマーク　　　↓

無機化学の整理　　　　無機化学の整理　　　　　テスト

化学Ⅱの復習・演習　　化学Ⅱの復習・演習

　　↓　　　　　　　　　　↓


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	女子体育
	保健体育
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	　A～J組
	３単位
	松尾昭子・成田康宏・田中孝明
	各単元末

	教育目標
1 計画的な練習を行い、ゲーム・競技会を生徒主体で企画、運営ができるようになる。

2 公正・責任・思いやり・チャレンジ精神を身につけ、社会においても対応できるようになる。

3 生涯にわたるスポーツライフの実践と、健康の保持増進ができる能力を身につける。

	使用テキスト
副読本：COLOR　WIDE SPORTS

	評価方法
それぞれの単元で技能・記録・取り組む姿勢で単元ごとの成績を出します。前・後期末の評価では各単元の成績をトータルで80％、平常点（意欲・関心・態度など）で10％、出席点（健康管理）で10％の割合で総合的に評価をします。

＊前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
日常での健康管理はもちろんのこと、時間厳守・仲間との協力・責任ある行動と安全面に留意し、さらに技術向上への自己目標の設定と達成への努力を継続し、積極的に授業に取り組んで下さい。

	年間学習計画

	
	90分授業
	　　　　　　　　　45分授業

	４月

５月
６月

７月

８月

９月
10月
11月
12月

	ガイダンス・テニス

3.6ｋｍ走

ソフトボール

バレーボール


	スポーツテスト

陸上（幅跳び・50ｍ走）
バレーボール
卓球



2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	男子体育
	保健体育
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～J組
	３単位
	阿南浩司・成田康宏・長田治郎・村田尋人
	実技試験のみ

	教育目標

①　計画的な練習を行い、ゲーム・競技会を生徒主体で企画、運営ができるようになる。

②　公正・責任・思いやり・チャレンジ精神を身につけ、社会においても対応できるようになる。

③　生涯にわたるスポーツライフの実践と、健康の保持増進ができる能力を身につける。


	使用テキスト

副読本：COLOR WIDE SPORTS 



	評価方法
それぞれの単元で技能・記録・取り組む姿勢に関して成績を出します。前・後期末の評価では各単元の成績をトータルで80％、平常点（意欲・関心・態度など）で10％、出席点（健康管理）で10％の割合で総合的に評価をします。

＊前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
日常での健康管理はもちろんのこと、時間厳守・仲間との協力・責任ある行動と安全面に留意し、さらに技術向上への自己目標の設定と達成への努力を継続し、積極的に授業に取り組んで下さい。

	年間学習計画

	４月

５月
６月

７月

８月

９月
10月
11月
12月
	90分授業
	45分授業

	
	オリエンテーション  スポーツテスト  　　　
野球 

3.6ｋｍ走
テニス
バレーボール


	スポーツテスト　バスケットボール
陸上（高跳び・100m）
サッカー




2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

	科　目　名
	教　科
	実施学年

	家庭基礎
	家庭
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｊ
	２単位
	菱村佳子・佐川裕美
	7月・12月

	教育目標

家庭科は、生活を科学する総合的教科であり、地球上に生きるものとして、生命と生活の再生産に関わる営みとしくみを学習する教科である。ここでは、憲法に定める「健康で文化的な生活」（第25条）と「個人の尊厳と両性の平等、相互協力」（第24条）を実質的に保証することを目指して実現する力を身につける。

	使用テキスト
「家庭基礎　－自分らしい生き方とパートナーシップ－」実教出版

「ニューライブラリー家庭科」　資料＋成分表　　実教出版

資料を適宜用意する。

	評価方法
実習、課題（提出物、レポート）と定期試験の合計を基準とする。その内訳として、

定期試験50点、実習と課題などで50点の割合で評価する。

教育目標に掲げる力を要求する。

＊前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
未来に、社会で仕事に関わる時、生活者の実状、実態を把握していなければ、それぞれの専門分野で活躍できない。日常生活においても、生きる営みと無縁では、人間らしい真の豊かさは得られない。次の世代を担うべき者として、また、地球上に生きる生活者として、人間らしい生き方を考える機会を持ってほしい。高校3年生は全員必修。

	年間学習計画

	４月
５月
６月
７月
８月
９月

10月
11月

12月
	1 ガイダンス・自立と時間という概念・マイストーリー作成

2 職業生活の設計（人は何のために働くのか）

3 調理実習Ⅰ「プレ実習」（バナナカップケーキ）エプロン持参
4 青年期をいきる・青年期の体とこころ・生命の誕生と母性保健

5 出産と家族のかかわり　

6 人間の発達の特徴と乳幼児期・児童虐待

7 家族と家庭・DV　

8 民法・高齢期の生活・福祉

9 私たちは何を食べているのか・食文化　

10 基本的な調理技術を学ぶ

11 栄養と生理・栄養素について

12 栄養分析を学ぶ

13 調理実習3回予定

14 生活環境　食・衣・住

15 消費者の自覚　消費者問題について


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　　科
	実施学年

	Reading
	英　語
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ABCDEF
	4単位
	黒畑・水越・橋谷・森・浅野
	6,7,9,12月

	教育目標

1.長文読解（大学入試過去問題を中心として）の精読演習を積み重ねることで、文脈に沿って内容を的確に把握する力を習得することができ、語彙を増強することができる。

2.センター対策の問題演習を通して、知識の確認と読解力を習得することができる。

	使用テキスト
· Make Your Ascent to Better English Reading（数研出版）

· Crown English Reading (三省堂)＜文部科学省認定検定教科書＞
・大学入試センター試験対策英語40分プレノート（数研出版）

	評価方法
1. 年４回の定期試験

2. 授業時に行う小テスト、授業参加態度、提出物
3. ＊前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。


	受講生へ
1. 他大学受験を考える時に必要な各大学の過去問題を中心として、長文読解の精読演習を通して、書き手の意図等を正確に読み取れる力を養成することができる。
2. 長文を読んでいく際、目的に応じて読み手として積極的かつ主体的な立場で文章の内容を正確に理解していくことができる。
3. Reading 3時間とプレノート演習およびリスニング1時間/週の合計4時間の授業展開。
4. 随時、過去問題、Progress in English Book 5、オリジナル教材　等を活用。


	年間学習計画

	４月

５月

６月

7月

8月

9月

10月

11
12
	(1) 福祉、２．社会

３．環境問題①　　４．環境問題②　　　　５．文明　　　　　　

６．ジェンダー　　　７．国際理解①

８．国際理解②　　　９．国際理解③

１０．人生①　　　　　１１．人生②　　　

１２．教育①　　　　１３．教育②　　　　１４．教育③　　　　１５．言語①　　　

１６．言語②　　　　１７．言語③　　　　１８．芸術　　　　　１９．歴史

２０．科学①　　　　２１．科学②

２２．心理　　　　　２３．フィクション①　　　２４．フィクション②

総復習


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	Writing
	英語
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ABCDEF
	2単位
	渡邊、水越、浅野、十河


	6,7,9,12月

	教育目標

入試問題演習をして、出題形式に慣れ、文の構成の基本となる文法・語法を確認する。

	使用テキスト
・Write it Right　(数研出版)

・Polestar Writing Course　(数研出版)(文部科学省検定教科書)

・自主教材



	評価方法
①定期試験（4回　6，7，9，12月）

②小テスト

③授業参加度（ノート、課題提出など）
＊前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
各種テキストを活用して、表現別・話題別　に和文英訳の基礎から応用まで運用能力を養う。大学受験にも十分対応できるようにする。基礎的な構文を暗記したり、演習のための予習・復習が不可欠である。



	年間学習計画

	4月
5月

6月
7月
8月
9月
10月
11月

12月

	並べ替え作文、小テストを取り入れながら、１週間に1課のペースですすむ。応用問題適宜。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜目的・意図、　　原因・理由＞　　

<結果･程度>    <条件･仮定･願望･依頼>   <譲歩・対立>

定期試験    ＜否定・比例・比較＞    ＜関連・除外･様態＞                          

定期試験    <受身・使役･可能>  

 ＜時間・数量･習慣＞                          
定期試験                                      

<強調･疑問･推測>

<助言･当然･命令>
<自然･社会>
<文化･言語>

<人生･日常>

<健康・趣味>

定期試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語速読
	英語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択Ｉ(全クラス)
	２
	浅野道子・小島理恵子
	7,9,12月

	教育目標

速く、かつ正確に読み、設問に答えるための技能を養成する。　様々な分野の文章を読み解く中で、それぞれの分野に関係する語彙や表現を身につける。

	使用テキスト
「英語長文　速読＆精読トレーナー　応用編」（東京書籍）

「英語４０分プレノート」　（数研出版）

	評価方法
授業中の取り組み（発表、速読練習他）、定期試験、授業中の小テスト、提出物などの達成度に基づき、総合的に評価する。
＊前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
速読＆精読トレーナー」を中心に進めます。予習はStep２の本文をノートに写し、訳と設問への解答を中心にしておくと良いでしょう。Background and Vocabularyの語彙は、小テストや定期試験で問われますので、継続的に学習し身に着けましょう。「英語４０分プレノート」を用いてのセンター試験対策も適宜行います。



	年間学習計画

	4月
5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月


	「速読＆精読トレーナー」①,　　　　「英語４０分プレノート」第１回

　　　　　゛　　　　　　②、③,　　　　　　　　゛　　　　　第２回

　　　　　゛　　　　　　④、⑤,　　　　　　　　゛　　　　　第３・４回

　　　　　゛　　　　　　⑥,　　　　　　　　　　゛　　　　　第５回

　　　　　゛　　　　　　⑦,　　　　　　　　　　゛　　　　　第６回

　　　　　゛　　　　　　⑧、⑨,　　　　　　　　゛　　　　　第７・８回

　　　　　゛　　　　　　⑩　　　　　　　　　　　゛　　　　　第９回

　　　　　゛　　　　　　⑪　　　　　　　　　　　゛　　　　　第10回


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語演習
	英語
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択Ｃ(3-ABCDEF)
	3単位
	浅野道子・十河　優
	6,7,9,12月

	教育目標

これまでの学習で理解や習得が不十分なところに適宜解説をつけ、必要な補習的授業を展開する。そのための演習問題を繰り返し、基礎力を確実なものにしながら総合的な英語力をつける。

	使用テキスト
インテグラル英語総合演習（エスト出版）

	評価方法
6月、7月、9月、12月の定期試験で評価。授業態度、授業の予習状況、提出物、小テストなども評価対象とする。

＊前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
1． バランスよく構成された英語の演習ができるテキストを用いて、読解では、速読と精読のこつ、文法では基本的な語法等を学習、対話文では慣用表現を広く浅く網羅、スピーディーに学習します。READINGと同じ4単位ですが、レベルは標準です。

2． 基礎的な力を確認習得していくのに適切な展開となります。



	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月


	2．庭付きの家

5．社会の変化と衣服　　　　1．怪我をして気づいたこと

3．文化の違いと贈り物　　　4．失敗から学ぶこと　　　6．良いマナーの基本

7．ある中年男性の家庭生活　8．時間の使い方と人生の豊かさ

9．現代を生きる私たちの問題

10．異文化と母国の文化　　11．言語による伝達と非言語の伝達

12．生態系に値段はつけられるか　　15．お酒以外の「酔っ払い運転」

14．異文化コミュニケーションの秘訣　　16．自然保護と絶滅種への関心　17．何をどのように

20．魚のロボット
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